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Abstract: This study examines sports injury factors, analyzing the background of contributing causes to create 
a framework for better reducing injury through appropriate teaching and safety measures. Data was collected 
from 509 athletics majors in their third and fourth years at university using a free response questionnaire. 
Injury causes were analyzed into (1) human factors (physical, psychological, behavioral causes in the athlete), 
(2) sports facilities and equipment factors, and (3) environmental factors (related to the weather and natural 
environment). Human factors were further analyzed into lack of skill, lack of safety instruction, lack of 
attention, deliberate injury, and poor physical or psychological condition. Sports facilities and equipment 
factors were further analyzed into poor maintenance, a clothes and equipment unfit for play, and lack of 








よび、使用する用具・器具等の状態による「Sports facilities and equipment factors：施設・設備、
用器具要因」、気象条件等の自然環境の状況による「Environmental factors：環境要因」に分類した。
　「Human factors」による傷害の背景として、「技術未熟」、「安全指導・管理不足」、「注意不



































































































































● 相手との接触やスライディング （18.4%） 骨折 安全な接触を心がける。危険なプレーの禁止。相手のプレーを見る。
● 競り合い着地時 （8.5%） 脳震盪 足首ストレッチ。体幹強化。芝の交換。
● オーバートレーニング （7.6%） 肉離れ、疲労骨折 バランスの良い筋力をつける。時間、運動量の考慮。
● 急な動き出しやストップ、切り返し （3.6%） 肉離れ 練習前のストレッチ、ジョギングで体を温めておく。テーピング・バンテージで予防。
● ボールが身体（顔）に当たる  （3.1%） 打撲 集中力の維持。ボールが当たることへの予測。
● スライディングが足に入る （2.7%） 創傷 すね当て着用。安全なプレー（技術を含む）を心がける。
● 無駄・危険なタックル （1.8%） 打撲 タックルの仕方、場合に合った守備徹底。
● 競り合いでスパイクの裏が当たる （0.9%） 創傷 危険なプレーの禁止。
● ヘディング、ヘッドシュートをして頭から落下 （0.9%） 脳震盪 正しいヘディング技術習得。習得していない技術は実施しない。











● スピアタックル （16.2%） 脱臼 インナーマッスル強化。ショルダーガード着用。





● タックルランニング （2.7%） 靭帯損傷 無理な姿勢で当たることを避ける。
アイスホッケー
● 転倒 （50.0%） 脳震盪、歯牙損傷 フルフェイスにする。
● 後ろ向きでの衝突 （10.0%） 打撲 こまめな背後の確認。
アメリカンフットボール
● タックル、接触 （27.2%） 脳震盪、頸椎捻挫 タックルフォームの改善。基礎を体に覚えさせる。頭を下げない。ヘッドアップ徹底。
● 技術不足（カット時等） （18.2%） 靭帯損傷 テーピングをしっかり巻く。




【Sports facilities and equipment factors】 28.4%
サッカー
● グラウンドの凸凹（切り返し時）、石 （11.7%） 捻挫、創傷 実施前の点検。グラウンドを均しておく。石拾い。
● ゴール転倒 （10.3%） 打撲、頭部外傷 ゴールが倒れないよう、杭で打つ、重りを置くなど地面に固定。定期的点検。
● 人工芝への引っ掛かり（スパイクのポイント）、
   剥がれによる転倒 （4.0%） 捻挫、火傷
人工芝の使用期限の確認、期限切れの人工芝の張り替え。
ソックスの下に何かを履くか、ソックスを止めておく。
● ゴールポストへの衝突 （3.6%） 打撲 ゴールポストにクッション性マットを巻く。
● ボールに乗ってしまう （1.3%） 捻挫 使用していない用具はまとめておく。
● ゴールのポールから出た釘 （0.9%） 創傷 釘の飛び出し部分を切ったり、カバーする。
テニス
● コートの凸凹、ひび割れ （21.1%） 捻挫 ローラーなどでコート整備。（砂がないと躓く）
● 切り返し時 （13.4%） 捻挫 自分に合ったシューズ着用。コート整備。
● グリップが滑り、ラケットが飛ぶ （9.6%） 打撲 グリップの手入れや、古くなった物を変える。グリップをこまめに替える。
● ネットに引っ掛かり転倒 （5.7%） 捻挫 ネットをしっかり縛る。ネットとの距離をとる。
● ネットのワイヤーが切れる （5.7%） 創傷 古いネットは使用しない。
ラグビー
● グラウンドの凸凹、石 （16.2%） 捻挫、創傷 グラウンド整備。
● スパイク不備（ポイントの不足） （5.4%） 捻挫 スパイクのポイントが取れていないか点検。
● ぬかるみでの転倒 （2.7%） 打撲 雨の日のメニュー見直し。水はけの良いグラウンド使用。
アイスホッケー
● スケートの刃が折れ、転倒 （20.0%） 捻挫 用具の管理。
● スケート靴の刃 （10.0%） 創傷 カバーをつける。
● スティックのささくれ （10.0%） 創傷 用器具の破損の有無確認。
アメリカンフットボール
● ヘルメット劣化 （18.2%） 脳震盪 日常の点検。普段の手入れ。
● ユニフォームに指が引っ掛かる （9.1%） 脱臼 ユニフォームの破れの補修。






























● 接触プレー、激突 （28.9%） 打撲、突き指 ファールを厳しく取る。声の掛け合い。
● ボールが当たる（キャッチ時） （23.3%） 突き指、脱臼 ボールを使った準備運動（パス、ドリブルなど）を多く取り入れる。指のストレッチ。
● ジャンプ着地時 （6.7%） 捻挫 サポーターの着用。ストレッチ。シューズの確認。
バレーボール
● ボール接着面不備（トス時） （25.0%） 捻挫、突き指 正しいフォーム習得。
● 選手同士の接触 （9.4%） 捻挫 個人の技術アップ。
バドミントン
● ダブルスでパートナーと衝突 （15.7%） 捻挫 パートナーと息を合わせる。コミュニケーションをとる。
● ラケットで人を叩く （15.7%） 打撲 周囲への注意喚起。
● 無茶な状態、きつい体勢 （10.5%） 肉離れ、捻挫 ストレッチ、筋力向上。
● 着地失敗 （5.2%） 捻挫 十分な準備運動。
ハンドボール
● ボディコンタクト、接触プレー （21.2%） 打撲、創傷 爪の長さチェック。うまく相手をかわす方法の習得。

























● 打球が当たる（含・デッドボール）  （27.1%） 打撲 ネットの置き方を変える。周りの人に対する注意や配慮。
● 捕球時の他者との衝突 （11.7%） 打撲、骨折、捻挫 声かけ等での認識。周りを見る。
● スィングしたバットが人に当たる （10.4%） 創傷 周りに人がいないか確認後、素振りを行う。バット使用時の管理徹底。
ハンドボール
● 倒れ込み失敗 （3.0%） 骨折 無理なプレーはしない。
● ルーズボールを取る際の接触 （3.0%） 打撲 「相手が来てる」等の声かけ。
● ジャンプシュートの着地失敗 （3.0%） 捻挫 ランニングシュート、ステップシュート、ジャンプシュートの流れで段階を踏んでから行う。
卓球
● 隣の台の選手との接触 （40.0%） 打撲 台と台の距離をしっかりとる。
● ダブルス時、パートナーのラケットが体に当たる
 （20.0%） 打撲 技術向上。
● 卓球台に指をぶつける （20.0%） 打撲 技術向上。スイング時の状況判断。







   に起因） （10.0%） 打撲 ゴールの点検。得点板に不備がないか確認。
● 床のささくれ （6.7%） 創傷 練習前にモップがけを行い、床の状態を確認。
● ボールに乗り、転倒 （4.4%） 捻挫 使用したボールがコート内に落ちていないか確認。
● リバウンドの着地時に相手の足を踏む（3.3%） 捻挫 DF で守る場合は必要以上に相手に近寄らない。足首のストレッチ。
バレーボール
● ジャンプ動作後にボールを踏む （15.6%） 捻挫、骨折 ボール拾いの徹底。ボールが床に散らばらない環境づくり。
● 床のささくれ （15.6%） 創傷 体育館の点検。ラインテープを貼っておく。フロアの張り替え。
● ポール、物に接触 （9.4%） 打撲 ポールにカバーをつける。周りに何も置かない。
● 支柱の高さを変える箇所が急に下がる（3.1%） 創傷 急に下がらないよう、ゆっくり準備させる。
● 床の滑りによる転倒 （3.1%） 捻挫 飛び込みレシーブ時等、その都度のモップがけ。
バドミントン
● 床の濡れ（多湿時）による転倒 （21.1%） アキレス腱断裂 モップがけ。湿気が入らないようにする。
● ラケットのひび割れ （10.5%） 創傷 破損有無点検。
● コートのテープ剥がれによる引っ掛かり（5.2%） 捻挫 実施前に確認。
● シャトルを踏む （5.2%） 捻挫 シャトルを置きっぱなしにしない。
ハンドボール
● 床面の滑り （21.2%） 打撲 モップ掛け回数を多くする。
● ボールを踏む （15.2%） 捻挫 ボールが転がった際の声かけ。使用後の片付け。
● ゴールポスト転倒 （9.1%） 骨折 しっかりとした固定。ぶら下がる行為の禁止。





 （バスケットボール：14.7%、ハンドボール：9.1%） 熱中症 こまめに水分補給。体調管理。健康観察。
バドミントン
● 高温環境下、体育館の閉め切り












● 捕球時の技術未熟 （2.7%） 突き指 基礎を身につける。とっさの判断で捕球できる、正しい捕球技術の習得。
● バットが当たる （1.3%） 打撲 正しいスィング指導。滑り止めをつける。




 （16.3%） 打撲 グラウンド整備、石拾いやトンボ掛け。
● 防球ネットが破れていて打球が当たる、




 （1.3%） 突き指 定期的な点検。

























 （21.7%） 骨折、打撲 レーン（アップ/ 流し / リレー練習等）設定。コーン設置。




● 短距離実施時 （10.8%） 肉離れ 念入りなストレッチとウォーミングアップ。体調管理。
● 転倒時、ハードルに膝を打つ （5.4%） 骨折、打撲 技術習得。集中力維持。
● 跳躍時の技術未熟 （4.7%） 捻挫 適切な練習のレベルアップ。砂場の整地。
● レーン横断時の接触（交錯） （3.4%） 打撲、捻挫 レーン横断時は周囲を確認。
【Sports facilities and equipment factors】 23.1%
陸上競技
● ハードル、スターティングブロック破損、
   高跳びのバーが折れる （7.4%） 創傷
用器具の劣化点検。固いとぶつかると痛いので柔らかい素
材にする。
● グラウンド状況による転倒 （7.4%） 創傷 雨天・凍結時の練習場の変更。石拾い等グラウンド整備。シューズの確認。
● 高跳びでマットから落下 （3.4%） 打撲 マットを繋げた場合の空間の補正。マット位置のずれ確認。
● 地面の不整地 （2.7%） 捻挫 グラウンド整備。
● スパイクのピンが刺さる （1.3%） 創傷 相手の手足を自分のスパイクで踏まないよう、周囲確認。
● スパイクが折れて転倒 （0.6%） 捻挫 用具の破損の有無点検。
【Environmental factors】 12.9%






























● 飛込み時の頭打ち （34.6%） 頭部強打 角度を意識したり、テクニックを向上。飛込技術習得。
● プールサイドで転倒 （23.1%） 捻挫 プールサイドでの走る行為禁止。スリッパの状態確認。





● 爪が当たる （3.9%） 創傷 爪を切っているか確認。
【Environmental factors】 19.2%
水泳
● 長時間、直射日光を浴びる （11.5%） 熱中症 水中で汗をかいているのが分からないため、時間配分を考慮。
● 外プール、雨天時等の寒さ、水温による体調   











● 選手同士の接触 （6.2%） 打撲 順番で周囲に気を付けて実施する。








● キャッチの失敗 （22.2%） 捻挫 丁寧な試技を心掛ける。後ろにダンベルを振らない。
● プレートに挟まれる （22.2%) 骨折、創傷 周囲の様子確認。集中力維持。
トランポリン
● 飛びすぎによる着地ミス （25.0%） 骨折 補助器具を着用。
● 着地の失敗 （25.0%） 捻挫、骨折 常に全体を見る。技術に見合った種目の構成。
● 空中で技が崩れて頭から落下 （25.0%） 頭部強打 跳ぶ前に集中力が低下するような発言の禁止。
● フレームに足をぶつける （25.0%） 捻挫 マットを入れて練習。
【Sports facilities and equipment factors】 26.7%
体操（器械体操）

































● 受け身失敗 （26.1%） 頭部強打、骨折 正しい受け身の取り方の習得。受け身技術の向上。
● 投げ技、投げ足（乱取り中） （17.4%） 打撲、突き指 周りに人がいないか確認後、相手を投げる。受け身をしっかりとる。
● 組み合い練習中の接触 （8.7%） 打撲 グループ分けをする。間に人を立たせる。指導者の配置。
● 関節技（十字固め等） （5.4%） 靭帯損傷 動き方習得。取られたらすぐにギブアップする。
● 減量 （3.2%） 脱水 計画的な減量。
● 爪が当たる （3.2%） 創傷 開始前のチェック。
剣道
● 接触（背後からぶつかる） （11.1%） 捻挫、靭帯損傷 周囲の確認。広い場所での実施。間隔をあける。
● 相手との接触で足の爪が刺さる、爪の剥がれ
 （11.1%） 爪の剥離 事前に爪を切っておく。
● 打突部外の打突 （4.4%） 打撲 技術が未熟な間は無理な技はしない。技術向上、レベルに応じたメニュー。
空手
● 突き （15.0%） 骨折 突く際、しっかり手を握る。突きのコントロール技術向上。
● 選手同士の接触 （10.0%） 脱臼、打撲、骨折 防具、サポーター着用。練習後のアイシング。首の筋肉強化。集中力強化。
● 足裏を摩擦で擦りむく （10.0%） 創傷 練習後のアフターケア。テーピング。
● 相手に倒され、手をつく （5.0%） 骨折 受け身をしっかりとる。
相撲
● 選手同士の接触 （40.0%） 突き指、靱帯損傷 柔軟性を高める。
● 投げられた際の転倒 （20.0%） 脳振盪 注意深く取り組む。
● 取組中の爪の剥がれ （20.0%） 爪の剥離 爪の手入れをしておく。
【Sports facilities and equipment factors】 39.0%
柔道
● 畳の隙間に足や足の指が挟まる （15.2%） 捻挫 畳の間に足が挟まらないような足さばき。稽古前に畳を詰めておく。
● 畳の凹凸、ささくれ、段差にひっかかる （5.4%） 捻挫、創傷 畳の整備。
● 道着の穴 （5.4%） 骨折、捻挫 道着破損有無の点検。
● 壁にぶつかり打撲 （2.2%） 打撲 クッションをつける。場所を見て投げる。
剣道
● 防具破損（甲手の穴あき等）、竹刀のささくれ
 （13.3%） 創傷 破損の有無確認。用具の点検。
● 床の手入れ不足 （11.1%） アキレス腱断裂 床の手入れ。雑巾を濡らして絞り、いくつか置く。
● 袴を踏んで転倒 （6.6%） 捻挫 道装の指導。
空手





● 汗の拭き忘れで転倒 （5.0%） 捻挫 休憩時に汗を拭きとる。




   （柔道：7.6%、剣道：42.2%） 熱中症 こまめな休憩、風通しを良くする。練習時間調整。体調管理。


































● 投げ技時に、頭から落下 （8.3%） 脳震盪 受け身の習得。
● スパークリング中 （8.3%） 脱臼 広い目で見て危険な体勢になったら止める。
● タックル （8.3%） 頸椎捻挫 首の十分なウォーミングアップ。
● 無理な体勢に入る （8.3%） 骨折 技術、知識の習得。
ボクシング
● パンチ、打撃 （50.0%） 脳震盪、歯牙損傷 首の筋力の補強、パンチの寸止め。ヘッドギア、マウスピース着用。ガード技術、パンチのよけ方習得。
● 過度な減量 （20.0%） 脱水 体調面に気を遣い、無理させない。長期的減量。
● スパークリング （10.0%） 骨折 過度のスパークリングやレベルの異なる人とのスパークリングを避ける。
フェンシング ● 接触 （16.7%） 打撲 周囲の確認。
【Sports facilities and equipment factors】 33.3%
レスリング
● マットの隙間に指が挟まる （16.7%） 骨折 競技に必要なスペースの確保。端で行わない。
● マットが滑り転倒 （8.3%） 捻挫 こまめにマットを拭く。
ボクシング ● リングに指を挟む （10.0%） 骨折 危険個所封鎖。整備点検。
フェンシング
● ユニフォームの一部不着用や不備 （33.3%） 創傷 ユニフォームの破損、着用確認。
● ブレードの曲がりにより、剣が目に入る
 （33.3%） 創傷 剣の整備、破損有無点検。











● 長時間の乗艇 （20.0%） 腰痛 メニュー改善。時間の細分化。
● 強くオールを返す （10.0%） 捻挫 インハンドの使い方の習得。
● アップ不足 （10.0%） 関節痛 乗艇前のアップ、回旋運動。
【Environmental factors】 60.0%
ボート、カヌー











































































● ストレッチ不足 （15.8%） 肉離れ 練習前の充分なストレッチ。
● ピアスやアクセサリー （5.2%） 創傷 外して実施する。
【Sports facilities and equipment factors】 57.9%
ダンス
● 床の滑り （31.6%） 創傷、捻挫 モップがけ。濡れや埃の除去。
● スペース不足による衝突 （21.1%） 打撲 近くの人と動き方の確認。周囲への気遣い。
● 練習着の引っかかり （5.2%） 捻挫 ピッタリとした服装にする。
【Environmental factors】 21.1%

















（2）「Sports facil it ies and equipment 
factors：施設・設備、用器具要因」によるスポー
ツ傷害発生とその背景について
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